
京
都
だ
よ
り

K
yoto D

ayori

●
け
ん
ち
く
つ
れ
づ
れ
草　

第
1
5
5
回　

物
を
捨
て
る
と
い
う
事
は
・
・

●
事
業
案
内

令
和
元
年
度  

監
理
技
術
者
講
習 

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
と
活
用
講
座 

「
京
都
府
の
民
家
を
学
ぶ
」 

② 

ー
京
都
府
北
部
見
学
会 

●
お
知
ら
せ

2
0
1
9
年
度  

第
1
回  

す
べ
て
の
建
築
士
の
た
め
の
総
合
研
修 

一
級
／
二
級
／
木
造
建
築
士 

定
期
講
習

●
特
集　

京
都
市
内
産
木
材［
み
や
こ
杣そ
ま

木ぎ

］

●
京
都
府
の
民
家　

第
3
回

南
山
城
型︵
四
間
取
り
型
︶の
民
家
と
町
家

●
作
品
紹
介

H
U
G 

G
A
R
D
E
N 

ほ
し
の
さ
と
K
i
d
s  

髙
橋
勝
建
築
設
計
事
務
所

●
き
ょ
う
と
・
人
・
ま
ち
・
で
あ
い
も
ん　

７
月
の
テ
ー
マ「
防
災
〜
い
ま
を
つ
た
え
る
」

「
ま
ち
づ
く
り
」「
会
員
紹
介
」

●
支
部
だ
よ
り　

宇
治
川
塔
の
島
地
区 

改
修
事
業
完
成

●
う
ち
の
本
棚
・
今
月
の
一
冊　
『
河
童
が
覗
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』

●
募
集　
「
京
都
だ
よ
り
」作
品
紹
介
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
表
紙
の
こ
と
ば　
『
カ
ト
リ
ッ
ク
桂
教
会 

聖
堂
』
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E s s a y

物を捨てるという事は・・

６
月
末
に
大
阪
で
開
か
れ
た
主
要
20
か
国
（
う

が
っ
た
呼
び
名
で
す
ね
）
地
域
首
脳
会
議
で
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
地
球
規
模
の
海
洋
汚
染
が

主
た
る
議
題
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
ゴ
ミ

の
問
題
が
政
治
的
な
駆
け
引
き
に
使
わ
れ
る
等
と

い
う
事
を
、
十
年
前
に
考
え
た
で
し
ょ
う
か
？

私
た
ち
は
、
政
治
的
に
は
考
え
な
く
と
も
、
廃

棄
物
の
問
題
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
問
題
に
は
し
て
き

た
し
、
環
境
政
策
や
産
業
と
い
う
面
で
は
そ
れ
な

り
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
さ
れ
て
き
て
い
る
事
か
ら
、

自
分
た
ち
が
出
し
た
ゴ
ミ
が
輸
出（
外
国
へ
廃
棄
）

さ
れ
、
産
業
に
弱
い
立
場
の
人
た
ち
の
生
活
に
食

い
込
ん
で
い
る
事
な
ど
に
注
意
を
払
っ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
、
無
関
心
や
知
ら
な
い
事
が
罪

で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

現
在
の
私
た
ち
は
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
物
に

囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。様
々
な
媒
介
で「
こ

ん
な
も
の
を
作
り
ま
し
た
。
便
利
で
す
。
安
い
で

す
。
買
っ
て
下
さ
い
。」
と
常
に
買
う
事
を
促
し

ま
す
。
新
し
く
建
つ
大
型
店
舗
は
衣
料
品
や
家
電

な
ど
の
量
販
店
と
百
円
シ
ョ
ッ
プ
の
セ
ッ
ト
が
定

番
と
な
り
、
全
国
の
幹
線
道
路
沿
い
に
建
設
さ
れ
、

鉄
道
の
主
要
な
駅
前
に
は
必
ず
「
百
均
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
様
な
店
舗
の
中
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

は
じ
め
と
す
る
石
油
化
学
製
品
が
詰
め
込
ま
れ
て

お
り
、
生
活
の
場
に
拡
散
を
続
け
る
こ
と
で
営
業

が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
家
庭
の
中
に
溜
ま
っ
て
し
ま
っ
た

モ
ノ
を
「
捨
て
る
」
マ
ニ
ア
ル
本
が
人
気
で
す
。

女
性
雑
誌
で
も
「
収
納
・
片
づ
け
」
の
特
集
が
組

ま
れ
、
物
を
捨
て
れ
ば
、
こ
ん
な
に
す
っ
き
り
暮

ら
せ
ま
す
、
シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ
が
お
し
ゃ
れ
で

す
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｖ
で
は
、〝
片
づ
け
〟

の
専
門
家
が
モ
ノ
に
占
領
さ
れ
た
住
宅
に
踏
み
込

ん
で
、
ば
っ
さ
ば
っ
さ
と
ゴ
ミ
袋
を
積
み
上
げ
て

い
き
、
結
果
、
必
要
最
小
限
度
の
家
具
が
収
ま
っ

た
、
白
い
壁
ば
か
り
の
部
屋
が
映
し
出
さ
れ
、「
快

適
に
美
し
く
な
り
ま
し
た
！
」
と
ス
タ
ッ
フ
を
感

嘆
さ
せ
ま
す
。

十
年
ほ
ど
前
か
ら
団
塊
の
世
代
の
老
後
を
見
越

し
た
「
断
捨
離
」「
終
活
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
、

一
世
代
前
の
、
物
を
捨
て
る
こ
と
へ
の
小
さ
な
ご

め
ん
な
さ
い
の
意
識
を
減
少
さ
せ
て
も
く
れ
ま
し

た
。そ

こ
に
は
捨
て
る
側
の
都
合
の
み
で
、
捨
て
る

事
が
持
つ
も
う
少
し
深
い
と
こ
ろ
が
何
も
語
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
何
を
ど
の
様
に
捨
て
て

行
く
の
か
・
・
な
ぜ
捨
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

か
・
・
そ
し
て
そ
の
ゴ
ミ
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
く
の
か
・
・

古
民
家
や
町
家
の
改
修
や
継
承
事
業
に
関
わ
っ

て
い
る
と
、
捨
て
て
し
ま
っ
た
記
録
や
物
を
悔
む

場
面
に
多
く
出
会
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
一
世
代

前
の
人
た
ち
に
纏
わ
る
様
々
な
物
た
ち
が
、
た
ま

た
ま
今
関
わ
っ
た
人
の
一
存
で
廃
棄
さ
れ
ま
す
。

も
と
も
と
日
本
家
屋
は
物
を
少
な
く
生
活
す
る

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
構

成
し
て
い
る
素
材
は
、
材
料
や
意
匠
が
き
ち
ん
と

説
明
で
き
る
も
の
で
し
た
。
又
、
住
ま
う
人
数
や

行
事
に
よ
っ
て
部
屋
を
使
い
分
け
て
い
ま
し
た
。

今
、
そ
の
ま
ま
に
現
代
の
生
活
が
で
き
る
わ
け
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
部
屋
に
用
途
を
付
け
る
こ
と
で
、

少
な
い
も
の
を
工
夫
し
な
が
ら
空
間
を
デ
ザ
イ
ン

し
、
暮
ら
し
て
い
く
事
を
、
私
た
ち
は
近
年
で
放

棄
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
和
室
が
少
な
く
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
異
な
る
必
要
な
物
が
置
か
れ

ま
す
。
部
屋
の
用
途
が
変
わ
る
と
今
ま
で
必
要
だ

っ
た
も
の
が
不
要
に
な
り
、
廃
棄
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
を
見
越
し
て
、
お
手
軽
な
家
具
ら
し
き
物
、
簡

便
な
物
で
部
屋
を
構
成
し
ま
す
。
何
時
か
そ
の
分

が
ゴ
ミ
に
な
り
ま
す
。

「
要
ら
な
い
物
は
タ
カ
ラ
モ
ノ
」
と
称
し
て
、

処
分
の
前
に
拾
わ
れ
た
物
た
ち
を
、
次
に
使
っ
て

く
れ
る
人
た
ち
に
手
渡
す
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

土
地
・
家
屋
の
継
承
活
動
の
間
に
や
っ
て
来
る

様
々
な
物
た
ち
。
一
世
代
前
の
物
た
ち
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
は
ご
く
少
な
い

の
で
す
。

今
回
の
Ｇ
20
の
声
明
に
は
２
０
５
０
年
ま
で
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海
洋
汚
染
ゼ
ロ
を
謳
い
ま
し
た

が
、
生
産
の
抑
制
や
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
は

大
き
く
は
明
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
は
、
一
人
当
た
り
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

包
装
の
廃
棄
量
が
世
界
第
ニ
番
目
と
い
い
ま
す
。

私
た
ち
が
今
す
べ
き
事
、
先
ず
は
、
買
う
も
の
の

量
を
減
ら
し
、
身
の
周
り
の
石
油
化
学
製
品
を
見

直
し
、
次
の
世
代
に
も
通
用
で
き
る
建
物
や
道
具

を
作
り
、
使
っ
て
行
く
事
。
心
し
て
手
に
入
れ
た

も
の
は
、
そ
れ
だ
け
大
切
に
さ
れ
、
使
う
人
と
共

に
物
語
を
作
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

第
百
五
十
五
回

栗
山　

裕
子

く
り
や
ま
・
ひ
ろ
こ

一
級
建
築
士

（
一
社
）京
都
府
建
築
士
会 

監
事

Ｗ
ｉ
ｎ
建
築
設
計
事
務
所 

主
宰

「要らない物はタカラモノ」からやって来た、
丁寧に作られた家具たち
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Calendar
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1   Kyoto Dayori  September 2019

I n f o r m a t i o n

2Wed
第1回 
すべての建築士のための総合研修

7Mon 常任理事会

15Tue 七彩の会

令和元年度  監理技術者講習
事業委員会

●ＣＰＤ　6単位 
●日　程
　第1回　令和元年9月11日（水） 
　第2回　令和元年11月27日（水） 
　第3回　令和2年3月4日（水） 
●時　間　※各日とも 
　受付開始／午前9時
　運営説明／午前9時20分～9時30分 
　講　習／午前9時30分～午後5時10分
●会　場　京都建設会館別館会議室 
●定　員　各日とも40名 
●申込締切　
　講習日の7日前または定員に達し次第 
※�申込方法他詳細は、本会ＨＰをご覧く

ださい。 
●内　容 
　�『監理技術者講習』の大きな特徴は、『建

築に特化した講習内容』であり、特に
テキストは分かりやすく、建築施工実
務に役立つだけでなく建築工事全体に
ついて学習できる充実した内容となっ
ています。また、法定講習で同時に建
築士会CPD認定研修でもあります。設
計業務にのみ従事されている方も建築
施工の知識を得るために、この機会に
ぜひ積極的にご受講ください。

歴史的建造物の保存と活用講座
「京都府の民家を学ぶ」②
京都府北部見学会

ヘリテージマネージャー委員会
●ＣＰＤ　申請予定 
●日　時　11月23日（土）～24日（日） 
●集　合　午前9時40分
　　　　道の駅 宮津市観光交流センター 
●見学先　
　�丹後加悦ちりめん街道（尾藤家、旧加
　悦町役場他）、宮津市旧永島家、
　溝尻舟屋、大宮民家苑、宮津まち歩き
　（宮津カトリック教会、三上家住宅 等）、
　西舞鶴まち歩き（若の湯、町家保存再
　生とまちづくり） 
●講　師　大阪産業大学デザイン工学部 
　　　　　准教授　中川　等 氏 
●参加費　会員／ 5,000 円 
●定　員　15名（申込先着順）
●内　容 
　�今年の「京都だより」で特集連載中の
「京都府の民家」をテーマに座学と見
学の講座を企画しました。

　�1回目は府下の6形式の民家の特徴や変
遷などについて詳しく知識を付け、2
回目は北部の民家を、3回目は南部の
民家を、再生に取組む建物や町並みも
交え、寄稿者である中川等先生の案内
のもと見学します。

※旅程表・注意事項等は、本会HPを
　ご覧ください。

13Sun
一級建築士・木造建築士

「設計製図の試験」

10　9

9September

10 October

1Sun
二級建築士設計製図試験受験講習会
応用6日目

15Sun 二級建築士「設計製図の試験」

6Fri
歴史的建造物の保存と活用講座

「京都府の民家を学ぶ」①－座学

9Mon 常任理事会

17Tue 七彩の会

30Mon 支部長会議・理事会

11Wed 監理技術者講習

21Sat 建築士会全国大会「北海道大会」

お知らせ

2019年度  第1回
すべての建築士のための
総合研修

研修委員会
●ＣＰＤ　4単位 
●日　時　10月2日（水）
　　　　　午後1時～ 4時55分 
●会　場

■京都市会場
京都建設会館別館　4階会議室 

※�京都建設会館の駐車場は利用で
きません。公共交通機関等をご
利用ください。

■舞鶴市会場 　
舞鶴21　2階会議室

※�舞鶴市会場はインターネット配
信による映像講義となります。

●講　師
　関西ペイント販売㈱　杉田広訓 氏
　㈱国原技術　吉井智恵 氏 
　㈱ムラジ設計事務所　村路弘志 氏
●研修内容
　�地球温暖化における省エネ提案塗

料について、並びにホームインス
ペクションにおける外壁調査と、
その検証方法について、赤外線法
を用いた検証技術を学ぶ。

●定　員
　京都市会場　　35名（先着順）
　舞鶴市会場　　20名（先着順） 
●受講料
・京都市会場：建築士会員／2,000円
　CPD会員／3,000円　一般／4,000円 
・舞鶴市会場：建築士会員／1,000円
　CPD会員／1,500円　一般／2,000円

一級／二級／木造建築士 
定期講習

【令和元年度 第3期】
建築士事務所に所属する建築士の方
は3年に1度の受講が義務付けられて
います。建築士会は定期講習実施協
力機関として登録講習機関である

（公財）建築技術教育普及センターへ
協力し、定期講習の適正な実施運営
を行っています。
●受付期間：※土・日・祝日は除く
　受付中～ 11月13日（水）締切　
●受付場所：
　（一社）京都府建築士会事務局
　（一社）京都府建築士事務所協会
　　　　事務局
●講習日・会場・定員：
　11月19日（火）京都テルサ　165名
　　　　　【会場コード　5Ｂ―03】
●実施団体：（一社）京都府建築士会
●受講手数料：12,960円（税込）
　　　　　　　※テキスト代を含む

※注意：京都建設会館の駐車場は 
利用できません

電話・FAX、またはホームページから 
お申し込みください。事業内容の詳細
は、ホームページをご確認ください。

（一社）京都府建築士会事務局
TEL075-211-2857 �FAX075-255-6077
http://www.kyotofu-kenchikushikai.jp
E-mail : contact@kyoto-kenchikushikai.jp

参 加 申 込



設置区分 助成金額 助成上限 募集件数 

住宅や店舗等の新築・
増改築やリフォーム 材料代の9割相当 16万円／件 約30件

木製看板 看板製作代の9割相当 8万円／件 約30件
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民間建築物での利用推進

「みやこ杣木」を使用される方への支援制度があります 

また、市役所分庁舎で木質ペレットを燃料とするボイラー
を導入するなど、エネルギーとしての利用も進めています。 

その他に、本市では国連が定めた持続可能な開発目標（Ｓ
ＤＧｓ）の推進にも取り組んでおり、ＳＤＧｓの理念を体現
する取り組みとして、「みやこ杣木」を使ったＳＤＧｓカラ
ーホイールの木製バッジを製作しました。これまでに本市職
員だけでなく、多くの市民や民間事業者等の皆様に御賛同い
ただき、販売開始半年で約９千個を販売することができまし
た。この「地域の木材を使い、製造工程で福祉事業所と連携

公共建築物等での木材の率先利用に加え、「京都市地球温
暖化対策条例」において、公共建築物だけでなく民間建築物
を含め、延べ床面積2,000㎡以上の特定建築物に対し、地域
産木材の利用を義務化しています。 

併せて、市街化調整区域内における特別養護老人ホームの
整備、上質宿泊施設の設置の条件の一つに「みやこ杣木」を
設けるなど、民間建築物における木材利用も進めているとこ
ろです。

本市では、「みやこ杣木」をもっと身近で御
利用いただけるよう、住宅や店舗等の新築・増
改築やリフォーム、屋外広告物の設置に「みや
こ杣木」を使用される方を対象とした支援制度
を設けています。 

いずれも先着順で、募集件数が埋まり次第終
了となりますので、御検討される方はお早めに
お問い合わせください。

■助成対象 

「みやこ杣木」を使用した住宅や店舗等の新築・増改築やリ
フォーム、店舗等に木製看板を設置される所有者又は使用者

■助成内容

する（雇用創出に貢献）」という京都市発の形は、他府県で
も広がりをみせているところです。

【「みやこ杣木」全般の御相談】 京都市産業観光局農林振興室林業振興課　TEL 075-222-3346　FAX 075-221-1253
 〒604-8571 京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488

【「みやこ杣木」の利用に関する御相談】 京都市域産材供給協会　TEL 075-406-2671   FAX 075-406-2823
  〒601-0125 京都市北区中川川登74　　ホームページ http://miyakosomagi-e.net/

上下水道局太秦庁舎 西京区役所洛西支所「きのひろば」 上京区役所総合庁舎 バスの駅（清水道）

 「みやこ杣木」を用いたSDGs ピンバッジ

民間建築物での使用事例（市街地）

住宅での使用事例
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京都市内産木材「みやこ杣木」を使ってみませんか？

京都市内産木材［みやこ杣
そま

木
ぎ

］
京都市産業観光局 農林振興室 林業振興課

「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」
（平成22年10月施行）を一つのきっかけに、全国的に木材を
利用する流れがあります。また、改正建築基準法（令和元年
6月施行）により、木材利用の幅が広がるなど、利用環境に
ついても広がりを見せているところです。 

木材は、伐採（利用）後に植えて育てるというサイクルに
より再生が可能な資源で、特に、地域の森林で伐採した木材
を地域で利用することは、輸送時に排出される二酸化炭素の
削減のほか、林業をはじめとした関連産業の雇用機会の創出
等による地域経済の活性化、森林の適切な整備の促進などに
つながります。 

公共建築物等での使用事例

本市では、「みやこ杣木」の需要拡大のきっかけづくりと
なるよう、広く市民の目に触れ、利用される公共建築物等に
おいて、木材、特に「みやこ杣木」の利用を進めています。 

公共建築物においては、区役所等庁舎、学校等で、土木構

造物においては、工事用看板、転落防止柵や橋の欄干で、調
度品類においては、学校図書館の机や椅子などで「みやこ杣
木」を利用しており、特に、工事用看板や名所案内札（いわゆ
る駒札）などはまちなかで目にする機会が増えてきています。

市域面積の３／４が森林という豊かな森林資源を有し、人
口約147万人を抱え、木材の大消費地でもある京都市では、
平成19年度に「京都市木材地産表示制度」を創設し、市内産
木材の利用を推進しているところです。本市では市内産木材
を「みやこ杣木」という名称を付け、「地産表示」だけでなく、
建築用材として安心して御利用いただけるよう、必要に応じ
てＪＡＳ（日本農林規格）に準じた品質や性能等を表示して
います。 

本制度は、京都市森林組合、京北森林組合、京都北山丸太
生産協同組合、京北銘木生産協同組合からなる京都市域産材
供給協会が本市との協定のもと運用しており、同協会では「み
やこ杣木」を分別管理する事業者の登録、公開や指導のほか、

「みやこ杣木」の普及啓発や利用相談等に取り組まれています。

樹種は主にスギやヒノキで、北山丸太も含みます。京都市
域産材供給協会に登録している事業者は約100社あり（平成
30年度末）、構造材、造作材、下地材のほか、集成材（ＣＬ
ＴやＬＶＬ含む）、構造用合板、木質ペレット、家具類、受
水槽、机の天板やパーテーションなど多様な製品で「みやこ
杣木」を利用することが可能です。また構造用のＪＡＳ規格
材を出荷できる事業者も増えてきています。

「みやこ杣木」の種類や製品

「みやこ杣木」認証マーク

受水槽 パーテーション
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京
都
府
の
民
家　

３

南
山
城
型（
四
間
取
り
型
）

の
民
家
と
町
家

なかがわ・ひとし

大阪産業大学デザイン工学部准教授
京都市文化財マネージャー育成実行委員会委員
ＮＰＯ法人古材文化の会副会長
ＮＰＯ法人文化財修復構造技術支援機構理事
河内いえ・まち再生会議理事
専門／建築史、居住文化史
著書／『伝統的都市集住環境の空間秩序生成に
　　　関する研究』（共著）など

　

�	

南
山
城
型（
四
間
取
り
型
）

	

の
民
家

四
間
取
り
型
の
民
家
は
、
河
内
・
大
和
・
伊
賀

か
ら
山
城
南
部
に
か
け
て
分
布
す
る
。
外
観
は
入

母
屋
造
・
平
入 

・
草
葺
で
、
平
面
は
整
形
四
間

取
り
を
基
本
と
す
る
。
床
上
は
座
敷
・
下
の
間
・

台
所
・
部
屋
を
田
の
字
形
に
並
べ
、
台
所
か
ら
土

間
に
「
広
敷
」
と
い
う
板
間
を
張
り
出
す
。
土
間

の
前
隅
に
は
内
厩
あ
る
い
は
機
部
屋
、
後
寄
り
に

は
竈
や
流
し
な
ど
炊
事
設
備
を
配
す
る
。
屋
根
構

造
は
扠さ

首す

組ぐ
み

で
あ
る
。 

１
６
６
５
（
寛
文
５
）
年
の
小
林
家
住
宅
（
木

津
川
市
山
城
町
／
重
要
文
化
財
）
は
南
山
城
最
古

の
民
家
で
あ
る
（
写
真
１
・
２
）。
武
士
出
身
の

旧
家
で
、
正
面
に
長
屋
門
を
設
け
る
格
式
的
な
屋

敷
構
え
を
も
つ
。
主
屋
は
も
と
入
母
屋
造
・
草
葺

で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
切
妻
造
の
高
塀
造
に
改
め

ら
れ
た
。
平
面
は
整
形
四
間
取
り
を
基
本
と
し
、

上
屋
柱
の
多
く
を
１
間
間
隔
に
た
て
る
こ
と
、
小

屋
梁
を
折
置
き
（
柱
の
頂
部
に
小
屋
梁
を
の
せ
、

そ
の
上
に
桁
を
お
く
方
式
）
に
架
け
る
こ
と
、
玄

関
・
土
間
境
の
前
寄
り
１
間
を
土
壁
で
閉
ざ
す
こ

と
、
台
所
・
土
間
境
の
建
具
を
突
止
め
形
式
と
す

る
こ
と
な
ど
古
風
な
手
法
が
み
ら
れ
る
（
図
１
）。 

高
塀
造
は
、
本
屋
部
分
を
切
妻
造
の
草
葺
屋
根

と
し
、
塗
り
籠
め
た
妻
壁
を
た
ち
上
げ
て
螻け
ら

羽ば

に

２
列
ほ
ど
瓦
を
葺
い
た
造
り
で
あ
る
。
竈
の
あ
る

土
間
部
分
と
角
屋
座
敷
は
瓦
葺
の
落
ち
棟
あ
る
い

は
庇
と
し
て
取
り
付
く
。
草
葺
屋
根
の
端
部
、
塗

り
籠
め
た
妻
壁
を
た
ち
上
げ
て
瓦
を
葺
い
た
部
分

を
「
高
塀
」
と
称
し
、
高
塀
に
面
し
て
瓦
屋
根
を

設
け
る
こ
と
で
、
竈
屋
土
間
は
防
火
構
造
、
角
屋

座
敷
は
格
式
意
匠
を
と
と
の
え
る
。
高
塀
造
は
河

内
・
大
和
を
中
心
と
し
た
一
帯
に
み
ら
れ
、
南
山

城
は
分
布
域
の
北
限
に
あ
た
る
。
入
母
屋
造
が
一

般
的
で
あ
っ
た
当
地
域
に
あ
っ
て
、
高
塀
造
は
18

世
紀
に
出
現
し
た
。 

中
川　

等

写真１　小林家住宅の敷地全景
（小林家住宅長屋門ほか四棟保存修理工事報告書）

図２　旧近藤家住宅梁行断面図
（京都府の民家 調査報告 第七冊）

図１　小林家住宅復原平面図
（小林家住宅長屋門ほか四棟保存修理工事報告書）
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南
山
城
は
京
都
府
の
農
村
部
で
も
っ
と
も
早
く

瓦
屋
根
が
普
及
し
た
地
域
で
あ
る
。
府
下
で
年
代

の
明
ら
か
な
最
古
の
瓦
葺
民
家
は
、１
７
６
８（
明

和
５
）
年
の
旧
近
藤
家
住
宅
（
城
陽
市
／
現
存
せ

ず
）
で
あ
る
（
図
２
）。
ま
た
、
１
７
８
１
（
天

明
元
）
年
の
河
原
村
（
木
津
川
市
加
茂
町
）
の
村

法
度
で
小
高
（
10
石
以
下
）
の
百
姓
が
瓦
庇
付
き

の
家
を
建
て
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

18
世
紀
後
期
に
は
村
法
度
で
禁
止
す
る
ほ
ど
に
普

及
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
全
国
的
に
は
増
田

家
住
宅
（
和
歌
山
県
岩
出
市
／
１
７
０
６
年
／
重

要
文
化
財
）
が
農
村
部
に
お
け
る
瓦
葺
民
家
の
早

い
例
で
あ
る
。 

南
山
城
の
民
家
は
、
丹
後
・
丹
波
の
民
家
と
比

較
し
て
土
間
が
広
く
、
広
い
土
間
に
発
達
し
た
梁

組
が
み
ら
れ
る
。
土
間
の
中
程
に
た
つ
太
い
柱
か

ら
背
面
の
側
柱
に
か
け
て
、「
煙
返
し
」
と
い
う

大
梁
を
渡
し
て
、
竈
の
あ
る
土
間
と
居
室
側
の
土

間
を
区
切
り
、
梁
上
部
の
土
壁
に
よ
っ
て
竈
の
煙

が
居
室
側
に
流
れ
込
ま
な
い
造
り
に
な
っ
て
い
る

（
図
３
）。
食
事
は
、
台
所
か
ら
土
間
に
張
り
出
し

た
広
敷
で
行
わ
れ
た
。
男
性
は
土
間
に
向
か
っ
て

広
敷
に
座
り
、
女
性
は
土
間
に
腰
掛
け
を
お
い
て

台
所
の
ほ
う
を
向
い
て
食
事
を
し
た
。
女
性
の
座

席
は
、
竈
や
流
し
に
す
ぐ
に
立
っ
て
行
け
る
の
で

便
利
が
良
か
っ
た
と
い
う
。 

民
家
の
座
敷
は
も
と
も
と
先
祖
の
霊
を
ま
つ
る

室
で
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
の
上
層
民
家
で
は
、

し
ば
し
ば
書
院
風
の
座
敷
を
別
棟
あ
る
い
は
角
屋

と
し
て
設
け
た
。
伊
佐
家
住
宅
（
八
幡
市
／
１
７

３
４
年
／
重
要
文
化
財
）
は
、
整
形
四
間
取
り
を

基
本
と
し
て
、
床
・
棚
・
付
書
院
を
構
え
て
長
押

を
ま
わ
し
た
書
院
風
の
８
畳
座
敷
を
突
出
し
て
設

け
た
（
図
４
）。
澤
井
家
住
宅
（
京
田
辺
市
／
１

７
４
１
年
／
重
要
文
化
財
）
は
、
前
身
建
物
で
は

主
屋
と
別
棟
の
座
敷
を
付
属
し
た
が
、
再
建
に
際

し
て
角
屋
座
敷
と
し
て
直
接
主
屋
に
取
り
付
く
形

式
に
な
っ
た
（
写
真
３
）。 

南
山
城
で
は
、
小
林
家
・
伊
佐
家
・
澤
井
家
な

ど
大
型
民
家
が
み
ら
れ
る
一
方
、
江
戸
中
期
か
ら

明
治
期
に
か
け
て
三
間
取
り
・
二
間
取
り
の
民
家

が
多
か
っ
た
。
村
全
体
の
民
家
の
間
取
り
が
ほ
ぼ

判
明
す
る
大
野
村
『
建
家
図
面
帳
』（
木
津
川
市

加
茂
町
／
１
８
８
４
年
）
に
よ
る
と
、
74
戸
の
う

ち
六
間
取
り
２
戸
、
四
間
取
り
15
戸
、
三
間
取
り

５
戸
、
二
間
取
り
47
戸
、
一
間
取
り
５
戸
で
、
二

間
取
り
が
当
時
の
一
般
的
な
住
宅
形
式
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
丹
後
・
丹
波
と
異
な
り
、
民
家

規
模
の
格
差
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
当
地
域
の
特

徴
で
あ
る
。 

集
落
形
態
と
し
て
は
、
中
世
に
形
成
さ
れ
た
環

濠
集
落
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
な
か
で
木
津
川
市

山
城
町
の
上
狛
は
も
っ
と
も
大
き
な
環
濠
集
落
で
、

東
西
３
３
０
ｍ
、
南
北
３
６
０
ｍ
ほ
ど
の
規
模
を

も
ち
、
戸
数
約
３
０
０
戸
か
ら
な
る
。
集
落
は
旧

奈
良
街
道
に
沿
っ
て
立
地
し
、
濠
や
竹
藪
、
井
戸

が
残
り
、
長
屋
門
を
構
え
た
民
家
や
高
塀
造
の
民

家
が
散
見
す
る
。 

城
陽
市
寺
田
は
、
古
代
の
条
里
制
を
踏
襲
し
て

東
西
の
街
路
を
一
町
（
約
１
０
９
ｍ
）
ご
と
に
配

し
、
そ
の
両
側
に
２
列
ず
つ
屋
敷
を
並
べ
る
構
成

を
基
本
と
す
る
。
街
路
に
面
す
る
前
列
の
屋
敷
に

は
し
ば
し
ば
長
屋
門
と
土
蔵
を
構
え
、
街
路
に
面

さ
な
い
後
列
の
屋
敷
に
は
街
路
か
ら
直
角
に
路
地

（
入
り
道
）
を
設
け
て
出
入
り
す
る
独
特
の
集
落

形
態
を
伝
え
て
い
る
。

写真３　澤井家住宅の座敷 写真２　小林家住宅の外観

図３　旧松岡家住宅復原透視図
（加茂町史 第二巻 近世編）

図４　伊佐家住宅普請願絵図
（主屋部分解読／伊佐家住宅（主屋）修理工事報告書）
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京
の
町
家
・
府
下
の
町
家

京
の
町
家
は
、
間
口
が
狭
く
奥
行
の
深
い
「
鰻

の
寝
床
」
と
い
う
細
長
い
敷
地
に
た
ち
、
主
屋
は

ふ
つ
う
切
妻
造
・
平
入
・
桟
瓦
葺
、
表
構
え
は
千

本
格
子
・
揚
見
世
・
通
り
庇
・
む
し
こ
窓
な
ど
か

ら
な
る
（
写
真
４
）。
平
面
は
、
通
り
庭
と
い
う

土
間
に
沿
っ
て
表
か
ら
店
・
玄
関
・
台
所
・
奥
の

４
室
を
１
列
に
並
べ
る
間
取
り
を
標
準
と
し
（
図

５
）、
間
口
が
広
い
場
合
は
居
室
を
２
列
に
配
す

る
。
通
り
庭
の
奥
に
は
竈
・
流
し
・
井
戸
な
ど
炊

事
設
備
を
設
け
る
。 

表
通
り
に
面
し
て
店
棟
を
構
え
、
奥
に
平
行
し

て
居
室
棟
を
建
て
、
両
者
を
玄
関
棟
で
接
合
す
る

「
表
屋
造
」
は
京
の
町
家
の
一
到
達
点
で
あ
る
。

玄
関
棟
の
両
側
に
中
庭
、
居
室
棟
の
奥
に
奥
庭
を

と
と
の
え
、
建
物
と
庭
を
交
互
に
配
置
す
る
こ
と

で
、
奥
行
き
の
深
い
住
ま
い
に
光
と
風
、
そ
し
て

庭
ご
と
の
美
し
さ
と
季
節
感
を
取
り
込
む
。
夏
に

な
る
と
建
具
を
す
だ
れ
や
葭
戸
な
ど
通
気
性
の
高

い
も
の
に
改
め
、
畳
の
上
に
網
代
や
籐
筵
を
敷
き
、

適
所
に
打
ち
水
を
す
る
な
ど
、
蒸
し
暑
い
夏
を
涼

し
く
過
ご
す
伝
統
が
あ
り
、
建
物
の
か
た
ち
を
生

か
し
た
暮
ら
し
の
知
恵
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

杉
本
家
住
宅
（
京
都
市
下
京
区
／
１
８
７
０
年

／
重
要
文
化
財
）
は
表
屋
造
の
大
型
町
家
で
あ
る

（
写
真
５
）。
奈
良
屋
の
屋
号
を
も
つ
呉
服
店
で
、

京
で
仕
入
れ
て
関
東
で
販
売
す
る
い
わ
ゆ
る
他
国

店
持
京
商
人
で
あ
っ
た
。
幅
の
広
い
床
・
棚
を
備

え
た
座
敷
や
独
立
し
た
仏
間
の
構
え
、
15
畳
大
に

復
さ
れ
る
台
所
な
ど
大
店
の
風
格
を
も
つ
。
庭
園

や
茶
室
、
土
蔵
、
高
塀
も
含
め
て
町
家
の
屋
敷
構

え
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
祇
園
祭
で
は
伯
牙
山
の

お
飾
り
場
と
な
り
、
人
々
で
に
ぎ
わ
う
。 

京
都
の
市
街
中
心
部
は
、
天
明
の
大
火
（
１
７

８
８
）
や
元
治
の
大
火
（
１
８
６
４
）
な
ど
度
重

な
る
火
災
の
た
め
、
現
存
す
る
町
家
の
大
半
は
幕

末
以
後
の
建
物
で
あ
る
。
大
正
期
頃
に
は
、
主
屋

を
表
通
り
に
直
面
さ
せ
ず
、
通
り
に
沿
っ
て
高
塀

を
構
え
、
前
栽
や
通
路
を
隔
て
た
奥
に
主
屋
を
配

す
る
造
り
が
目
に
付
く
。
高
塀
は
ふ
つ
う
瓦
屋
根
、

瓦
庇
、
出
格
子
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
町
並
み
の

連
続
性
に
配
慮
さ
れ
る
。
年
代
や
職
種
に
よ
っ
て

京
の
住
ま
い
は
多
様
な
か
た
ち
を
み
せ
な
が
ら
、

多
様
性
と
統
一
性
を
な
じ
み
よ
く
調
和
共
存
さ
せ

た
景
観
を
受
け
継
い
で
い
る
。 

市
街
の
中
心
部
で
は
、
町
家
が
長
く
連
檐
す
る

町
並
み
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
が
、
西
陣
で
は

織
物
業
を
営
む
家
々
の
佇
ま
い
が
保
た
れ
、
山
鉾

町
で
は
商
家
や
町
会
所
が
町
の
活
気
を
伝
え
、
本

願
寺
寺
内
町
で
は
仏
具
・
仏
壇
・
仏
書
の
店
や
旅

館
が
風
情
を
添
え
て
い
る
。
主
屋
の
脇
に
路
地
を

設
け
て
、
細
長
い
路
地
の
奥
に
長
屋
建
の
借
家
を

建
て
る
こ
と
も
多
く
、
地
蔵
を
ま
つ
る
な
ど
趣
深

い
空
間
を
構
成
す
る
。 

市
街
の
周
縁
部
で
は
、
東
山
山
麓
の
寺
社
と
門

前
町
の
産
寧
坂
地
区
、
洗
練
さ
れ
た
茶
屋
が
並
ぶ

祇
園
新
橋
地
区
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
街
道

沿
い
の
嵯
峨
鳥
居
本
地
区
、
明
神
川
に
沿
っ
た
旧

社
家
町
の
上
賀
茂
地
区
（
以
上
、
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
）、
酒
蔵
と
商
家
の
町
並
み
が

残
る
伏
見
、
街
道
沿
い
の
門
前
町
の
鞍
馬
、
街
道

沿
い
の
宿
場
町
の
樫
原
な
ど
、
必
ず
し
も
町
家
に

限
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
地
域
の
歴
史
を
伝
え

る
景
観
と
風
致
を
継
承
し
て
い
る
。 

写真５　杉本家住宅の外観 写真４　川北家住宅の外観

図７　瀧澤家住宅平面図
（瀧澤家住宅修理工事報告書）

図６　瀧澤家住宅正面図
（瀧澤家住宅修理工事報告書）

図５　京の町家の平面図
（日本の民家６）
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瀧
澤
家
住
宅
（
京
都
市
左
京
区
／
１
７
６
０
年

／
重
要
文
化
財
）
は
洛
北
の
鞍
馬
街
道
に
面
し
た

旧
炭
問
屋
の
家
で
あ
る
（
図
６
・
７
）。
切
妻
造
・

桟
瓦
葺
の
屋
根
両
妻
に
卯
建
を
あ
げ
た
古
風
な
外

観
を
も
つ
が
、
当
初
は
低
い
中
２
階
で
屋
根
・
卯

建
と
も
杉
皮
葺
で
あ
っ
た
。
平
面
は
通
り
庭
に
沿

っ
て
３
室
を
並
べ
、
土
間
は
や
や
広
い
。
洛
中
の

町
家
で
は
な
い
が
、
建
築
年
代
の
明
ら
か
な
市
内

最
古
級
の
町
家
で
あ
る
。 

府
下
で
は
、
宮
津
、
西
舞
鶴
、
園
部
、
亀
岡
、

向
日
町
な
ど
旧
城
下
や
街
道
筋
に
伝
統
的
な
町
家

と
町
並
み
が
残
っ
て
い
る
。

宮
津
と
西
舞
鶴
は
、
日
本
海
に
面
す
る
良
港
で
、

城
下
町
と
し
て
発
展
、
ま
た
海
上
交
通
の
要
地
と

し
て
栄
え
た
。
と
も
に
廻
船
問
屋
や
商
家
が
軒
を

連
ね
て
い
た
往
時
の
面
影
を
伝
え
る
。
旧
三
上
家

住
宅
（
宮
津
市
／
１
７
８
３
年
／
重
要
文
化
財
）

は
宮
津
城
下
有
数
の
商
家
で
、
酒
造
業
・
廻
船
業
・

糸
問
屋
な
ど
を
営
ん
だ
（
図
８
）。
大
規
模
な
町

家
で
、
妻
入
の
主
屋
を
中
心
と
し
て
、
上
手
に
座

敷
棟
や
表
門
、
下
手
に
釜
場
や
酒
造
蔵
な
ど
を
配

す
る
。
白
漆
喰
の
大
壁
や
土
戸
な
ど
防
火
構
造
に

徹
し
た
構
え
を
も
ち
、
接
客
座
敷
や
生
業
施
設
も

よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

丹
波
地
方
の
旧
山
陰
道
に
沿
っ
た
城
下
や
宿
場

に
は
、
妻
入
で
正
面
に
水
切
り
庇
を
一
、
二
段
設

け
、
妻
壁
を
白
漆
喰
な
ど
で
塗
り
籠
め
た
町
家
が

み
ら
れ
る
（
写
真
６
）。
こ
の
形
式
の
町
家
は
、

旧
城
下
町
で
あ
る
南
丹
市
園
部
町
や
亀
岡
市
な
ど

に
残
っ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
摂
丹
型
妻
入
民
家
の

分
布
地
域
と
重
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
町
並
み
は

平
入
の
町
家
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
は
幕
末
以

後
の
傾
向
で
あ
る
。
む
し
こ
窓
や
格
子
な
ど
共
通

の
要
素
を
も
ち
な
が
ら
、
平
入
の
町
家
が
続
く
京

都
の
市
中
と
は
ま
た
異
な
っ
た
町
並
み
を
展
開
し

て
い
る
。 

向
日
町
は
、
西
国
街
道
と
愛
宕
道
、
丹
波
道
が

合
流
す
る
交
通
の
要
地
と
し
て
、
ま
た
向
日
神
社

の
門
前
町
と
し
て
発
展
し
た
。
須
田
家
住
宅
（
向

日
市
／
18
世
紀
初
期
頃
／
府
指
定
文
化
財
）
は
、

代
々
醤
油
の
製
造
販
売
を
営
ん
だ
（
写
真
７
）。

当
初
は
土
間
に
沿
っ
て
居
室
を
３
室
並
べ
る
形
式

で
、
幕
末
期
に
上
手
列
、
明
治
期
に
奥
座
敷
を
増

築
し
た
。
登
り
梁
を
扠さ

首す

状じ
ょ
う

に
組
む
瓦
屋
根
の
古

い
構
造
を
伝
え
て
い
る
。
富
永
屋
（
向
日
市
／

１
７
３
５
年
）
は
、
代
々
宿
屋
を
営
ん
だ
旧
家
で
、

江
戸
後
期
の
地
理
学
者
・
測
量
家
で
あ
る
伊
能
忠

敬
が
宿
泊
す
る
な
ど
向
日
町
の
歴
史
を
物
語
る
文

化
資
産
で
あ
る
。

　

	

お
わ
り
に

京
都
府
の
民
家
は
、
丹
後
型
（
広
間
型
）、
北

山
型
、
北
船
井
型
、
摂
丹
型
、
南
山
城
型
（
四
間

取
り
型
）
に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
町
家
を
加
え
て

６
形
式
か
ら
な
る
。
全
国
的
に
み
て
、
一
つ
の
府

域
に
こ
れ
だ
け
多
彩
な
民
家
形
式
が
分
布
し
て
い

る
こ
と
は
珍
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民
家
の
か
た
ち

は
、
自
然
や
歴
史
、
社
会
な
ど
地
域
環
境
の
中
で
、

そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
特
徴
と
魅
力
を
育
み
、
先

人
の
知
恵
と
経
験
を
蓄
積
し
て
、
快
適
で
豊
か
に

暮
ら
す
仕
組
み
を
培
っ
て
き
た
。 

地
域
の
環
境
と
共
生
し
、
文
化
を
受
け
継
い
で

き
た
伝
統
民
家
の
特
徴
と
魅
力
に
学
び
、
今
後
の

住
ま
い
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

●おもな参考文献
『京都府の民家 調査報告 第一冊～第七冊』京都府教育委員会、1966 ～ 75
大河直躬他『日本建築史基礎資料集成２１ 民家』中央公論美術出版、1976 
林野全孝『近畿の民家』相模書房、1980 
関野克監修『日本の民家１～８』学習研究社、1980 ～ 81 

『重要文化財伊佐家住宅(主屋)修理工事報告書』京都府教育委員会、1982 
『重要文化財瀧澤家住宅修理工事報告書』京都府教育委員会、1985 
『京の住まい 地域の文化財としての民家』京都市文化財ブックス第８集、1993 
『京都府指定有形文化財須田家住宅保存修理工事報告書』須田久重、1998 
『京都府指定有形文化財三上家住宅整備工事報告書』宮津市教育委員会、2001 
『京都府指定有形文化財(建造物)小林家住宅長屋門ほか四棟保存修理工事報告書』
 小林雅子、2002

『重要文化財澤井家住宅修理工事報告書』京都府教育委員会、2007

写真７　須田家住宅の外観 写真６　亀岡市の妻入町家

図８　旧三上家住宅正面図
（主屋部分／三上家住宅整備工事報告書）
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ほ
し
の
さ
と
K
i
ds

山
口
県
下
松
市

建築主／社会福祉法人 
　　　　くだまつ平成会
設計者／髙橋勝建築設計事務所
構造設計／能戸謙介
施工者／アルフ

所在地／山口県下松市
用　途／保育所
建築面積／221.08㎡
延床面積／172.48㎡
構造規模／木造地上1階

写真撮影／松村芳治

第10回 J I A 中国建築大賞    
　　     一般部門  優秀賞
日本空間デザイン賞2019  入選

福
祉
施
設
ほ
し
の
さ
と
に
併
設
さ
れ
た
定
員
19
人

の
小
規
模
な
企
業
主
導
型
事
業
所
内
保
育
所
で
あ
る
。

素
朴
で
単
純
な
切
妻
屋
根
の
木
造
１
階
建
て
と
し
、

屋
根
に
は
石
州
瓦
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
素
朴
な

園
舎
を
、
庭
を
は
さ
ん
で
対
面
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

か
ら
観
る
景
色
づ
く
り
と
も
捉
え
、
庭
を
囲
む
介
護

施
設
の
利
用
者
の
心
に
馴
染
む
風
景
づ
く
り
と
な
る

事
を
意
図
し
た
。

園
舎
は
南
北
に
長
い
長
方
形
の
建
物
を
３
個
に
分

け
、

程
度
傾
け
な
が
ら
ジ
グ
ザ
グ
に
再
配
置
す
る

こ
と
で
保
育
室
と
遊
戯
室
は
南
に
面
し
、
ど
こ
に
い

て
も
明
る
い
園
舎
と
な
っ
た
。
ま
た
各
ボ
リ
ュ
ー
ム

の
隙
間
の
三
角
の
空
間
は
保
育
室
専
用
の
テ
ラ
ス
や
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
て
開
く
半
屋
外
空
間
と
な
り
、

多
様
な
居
場
所
を
生
み
出
し
て
い
る
。
保
育
室
は
庭

に
全
面
開
放
す
る
の
で
は
な
く
、
各
保
育
室
に
は
遊

び
場
と
し
た
く
な
る
様
な
出
窓
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

軒
下
テ
ラ
ス
に
向
け
て
配
置
し
た
り
、
建
物
間
の
移

動
は
園
舎
東
側
の
軒
下
の
外
廊
下
と
し
た
事
で
、
園

児
が
動
け
ば
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
チ
ラ
リ
と
見
え
た

り
、
園
児
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
出
窓
か
ら
見
た
り
と

適
度
な
距
離
の
中
で
、
お
互
い
が
気
配
で
の
交
流
を

促
し
て
い
る
。

�

（
髙
橋
勝
建
築
設
計
事
務
所 

髙
橋　

勝
）

お
と
し
よ
り
と
の
交
流
を
う
な
が
す

小
さ
な
保
育
園

庭向こうのデイサービスセンターを眺めるための窓

三角テラス、遊戯室、園庭が見える

園庭に沿う軒下廊下
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石州瓦の屋根が雁行する

園庭は敷地東側に建つデイサービスセンター（写真手前庇）の庭と共有している

読み聞かせスペースとつながる三角テラス
さらに向こうに遊戯スペース

建物をギザギザ配置にして豊かな居場所を生み出す
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番組制作：（一社）京都府建築士会
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この記事は放送した音声を再度聴き
取って記述したもので、文責は（一
社）京都府建築士会にあります。

この番組は……
まちづくり委員会・放送担当部

会が企画制作し、毎月第 1・第 3
土曜にラジオカフェ（79.7MHz）よ
りお送りしています。毎回、京都
で活躍されている方をゲストにお
迎えし、その人をとおして京都の
文化、京都の暮らしを知り、京都
のまちを考えていきたい。人と人
の出会い、繋がりを大切にして、
まちづくりを応援したい。という
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日
午
後
3
時
か
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放
送
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京
都
市
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
は
平
成
７
年
９
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
今
年
で
24
年
に
な
り
ま
す
。

平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
遡
っ
て
約
３

年
前
か
ら
建
築
工
事
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
完
成

間
近
に
大
震
災
が
起
こ
り
、
震
災
の
教
訓
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
変
更

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
災
害
の
疑
似
体
験
を
し
て
い

た
だ
く
施
設
で
、
１
階
は
地
震
体
験
、
強
風
体
験

等
の
自
然
災
害
、
２
階
で
は
火
災
を
テ
ー
マ
に
し

た
内
容
の
体
験
が
で
き
ま
す
。
平
成
26
年
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、
水
災
害
、
特
に
地
下
街
を
テ
ー
マ

に
し
て
水
が
溢
水
し
た
こ
と
を
体
験
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疑
似
体
験
を
通

し
て
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
対
処
方
法
を
学

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と
、
そ
れ
を
受
け
て
平
常
時

に
ど
う
い
う
備
え
を
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
て
い
た

だ
く
と
い
う
、
こ
の
２
つ
の
こ
と
を
目
指
し
て
作

ら
れ
た
施
設
で
す
。

10
名
以
上
で
は
団
体
で
予
約
を
い
た
だ
き
ま

す
。
事
前
に
お
電
話
で
日
時
と
人
数
を
お
知
ら
せ

い
た
だ
け
れ
ば
、
滞
在
時
間
に
合
わ
せ
て
、
地
震
、

強
風
、
消
火
、
避
難
、
地
下
街
の
水
害
等
を
標
準

と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま
す
。
個
人
で
お
越

し
い
た
だ
い
て
も
体
験
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
災

害
発
生
時
に
核
と
な
る
自
主
防
災
会
の
ほ
か
、

P
T
A
や
子
供
会
、
女
性
会
等
の
団
体
、
小
学
校

４
年
生
は
、
社
会
科
で
防
災
の
こ
と
を
学
ぶ
授
業

と
し
て
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
、

保
育
園
の
ご
利
用
も
多
い
で
す
。「
京
都
市
」
と

名
前
は
つ
い
て
い
ま
す
が
、
京
都
市
外
の
方
に
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
の
大
地
震

が
２
０
３
０
～
２
０
４
０
年
ご
ろ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
頃
に
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ

て
も
ら
う
よ
う
、
防
災
に
な
じ
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
子
ど
も
た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
聞
い
た
こ
と
や
見
た
こ
と
は
、
た

と
え
普
段
忘
れ
て
い
て
も
、
体
験
し
て
い
れ
ば
、

体
が
覚
え
て
い
て
と
っ
さ
に
行
動
に
移
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
体
験
は
非
常
に

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
講
座
」
と

い
う
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
水
災
害
か
ら

身
を
守
ろ
う
と
い
う
も
の
や
、
地
震
、
自
然
災
害

等
を
テ
ー
マ
に
５
回
の
講
演
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

講
師
は
専
門
の
先
生
で
す
が
、
市
民
の
方
々
に
も

分
か
り
や
す
く
か
み
砕
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
る

の
で
好
評
で
す
。 

こ
れ
ま
で
入
館
者
の
目
標
を
10
万
人
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
は
11
万
２
千
人
と
い
う
最
高
の

入
場
者
で
し
た
。
今
ま
で
京
都
で
は
大
き
な
災
害

に
遭
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
が
、
身
近
な
災
害
が

あ
る
と
関
心
が
高
ま
り
、
お
越
し
い
た
だ
く
機
会

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

京
都
の
災
害
の
歴
史
は
、
今
か
ら
73
年
前
に
起

こ
っ
た
１
９
４
６
（
昭
和
19
）
年
12
月
の
南
海
地

震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ
ス
）、
１
９
４
４

年
に
は
東
南
海
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
）、

１
９
４
６
年
の
さ
ら
に
92
年
前
、
１
８
５
４
年
12

月
24
日
の
安
政
の
南
海
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８
ク
ラ
ス
）
で
は
太
平
洋
側
の
大
き
な
被
害
と
京

都
で
大
き
く
揺
れ
た
、
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
１
０
０
年
か
ら
２
０
０
年
の
間

隔
で
大
き
な
地
震
が
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
今
後
、
２
０
３
０
年
か
ら
２
０
４
０

年
に
は
、
南
海
ト
ラ
フ
、
東
海
地
震
が
連
動
す
る

と
、
非
常
に
大
き
な
地
震
が
来
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

水
害
や
台
風
に
つ
い
て
も
、
備
え
が
重
要
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
施
設
で
は
、
風
速
32
ｍ
の
風
、

台
風
が
直
撃
す
る
と
き
の
強
風
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
最
近
は
気
象
情
報
な
ど
で
、
ど
れ

く
ら
い
の
強
さ
か
、
い
つ
来
る
か
が
わ
か
る
よ
う

に
な
り
、
地
震
よ
り
も
心
構
え
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
備
え
と
し
て
は
、
不
要
不
急

の
外
出
は
し
な
い
、
家
の
周
り
の
整
理
整
頓
、
側

溝
の
掃
除
、
雨
戸
を
し
っ
か
り
閉
め
る
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

地
震
の
備
え
と
し
て
は
、
発
生
後
は
ま
ず
は
自

分
の
命
を
守
る
こ
と
、
家
族
の
安
否
、
隣
近
所
の

安
否
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
震
が
収

ま
っ
た
段
階
で
、
ご
近
所
が
避
難
所
に
集
ま
っ
て

安
否
確
認
し
、
助
け
に
行
っ
た
り
、
顔
見
知
り
の

中
で
話
し
合
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

事
で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓
と
し
て
、
通

電
時
の
火
事
を
防
ぐ
た
め
に
も
電
気
の
ブ
レ
ー
カ

ー
を
落
と
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
防
災
セ

ン
タ
ー
で
も
そ
う
い
う
体
験
も
で
き
ま
す
。
ガ
ス

コ
ッ
ク
を
閉
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
是
非
や
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

◆
知
識
で
分
か
っ
て
い
て
も
、
災
害
時
に
と
っ
さ
に

動
け
る
か
ど
う
か
自
信
が
な
い
で
す
。
お
話
を
聞
い

て
体
験
の
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
の
で
、
た
く
さ

ん
の
方
に
京
都
市
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。�

（
上
原
智
子
）

一
般
社
団
法
人 

京
都
市
防
災
協
会 

事
業
課
長　

南
部
雄
二
さ
ん

7/6
Sat

体
験
と
備
え
が
大
切 2019　7月放送分

７
月
の
テ
ー
マ	﹁
防
災
～
い
ま
を
つ
た
え
る
﹂

	

﹁
ま
ち
づ
く
り
﹂﹁
会
員
紹
介
﹂
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U
R
男
山
団
地
は
、
１
９
７
２
年
に
入
居
が
開

始
さ
れ
た
４
６
０
０
戸
か
ら
な
る
中
層
主
体
の
賃

貸
住
宅
と
、
隣
接
す
る
１
３
６
０
戸
の
中
層
分
譲

住
宅
か
ら
な
る
大
規
模
団
地
で
す
。
現
在
、
男
山

団
地
で
は
京
都
府
、
八
幡
市
、
関
西
大
学
、
U
R

都
市
機
構
の
四
者
に
よ
る
「
男
山
地
域
ま
ち
づ
く

り
連
携
協
定
」
が
締
結
さ
れ
、
団
地
環
境
再
編
や

地
域
再
生
へ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
府
建
築
士
会
が
男
山
団
地
の
活
動
に
参
加

し
始
め
た
の
は
、
２
０
１
５
年
の
関
西
大
学
か
ら

の
依
頼
に
よ
る
も
の
で
、
当
初
は
青
年
部
会
内
で

の
活
動
で
し
た
が
、
現
在
は
昨
年
度
よ
り
発
足
し

た
「
団
地
再
生
研
究
会
」
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
だ
ん

だ
ん
テ
ラ
ス
」
で
の
住
ま
い
の
相
談
会
や
D
I
Y

建
築
士
会
に
入
っ
て
１
年
に
な
り
ま
す
。
当
社

は
中
京
区
の
四
条
御
前
あ
た
り
に
あ
り
、
不
動
産

業
と
建
築
業
、
そ
し
て
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
の
各
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
集
め
て
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
京
都
の
場
合
、
土
地
が
少
な

い
の
で
不
動
産
会
社
な
ら
で
は
の
物
件
探
し
か
ら
、

そ
の
土
地
で
設
計
、
施
工
が
で
き
る
の
で
、
お
客

様
に
と
っ
て
満
足
度
の
高
い
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

物
件
と
し
て
は
戸
建
て
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
店

舗
等
の
設
計
、
施
工
を
し
て
お
り
、
京
都
市
内
を

中
心
に
宇
治
市
、
向
日
市
、
滋
賀
県
の
大
津
市
や

湖
東
方
面
を
エ
リ
ア
に
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
分
譲
会
社
で
大
き
な
土
地
を
開
発
し
て

街
を
作
る
仕
事
に
従
事
し
、
そ
の
後
独
立
し
て
６

年
で
す
。
事
務
所
は
カ
フ
ェ
・
ス
タ
イ
ル
に
な
っ

て
い
て
、
た
ま
に
近
所
の
方
が
カ
フ
ェ
と
間
違
え

て
入
っ
て
来
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
折
角
な
の
で

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時

は
さ
す
が
に
「
家
を
建
て
ま
せ
ん
か
」
と
は
言
わ

ず
に
世
間
話
を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
ち
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ペ
ー
ス
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
昔
は
マ
リ
ン
・
ス
ポ
ー

ツ
等
、
色
々
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
音
楽

鑑
賞
を
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
R
＆
B
、

ソ
ウ
ル
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
今
は
忙
し
く
て
な
か
な
か

で
き
な
い
で
す
が
、
日
本
の
雅
楽
の
龍
笛
を
習
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
龍
笛
の
音
色
が
好
き
で

何
故
か
魅
せ
ら
れ
て
、
す
で
に
笛
は
購
入
し
ま
し

た
。建

築
士
会
で
は
、
会
員
厚
生
委
員
と
し
て
会
員

同
士
の
交
流
会
や
行
事
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
最
近
、
放
送
担
当
部
会
に
も
入
っ
た
の
で
、

色
々
な
こ
と
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仕
事
の
今
後
は
、
規
模
の
大
き
い
分
譲
等
を
ど

ん
ど
ん
手
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
本
位
で
進
め
て
い
け
る
会
社
を
確

立
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
リ
ノ
ベ
カ
タ
ロ
グ
の

作
成
な
ど
と
と
も
に
、
セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

特
区
「
コ
コ
ロ
ミ
タ
ウ
ン
」
や
「
だ
ん
だ
ん

L
a
b
o
」
開
設
に
際
し
て
も
、
建
築
の
専
門
家

と
し
て
協
力
し
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
10
月
に
行

わ
れ
る
「
男
山
秋
祭
り
」
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
６
月
30
日
、
壁
紙
の
貼
替
え
や
塗
装
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
普
段
施
工
作
業
は
し
な
い
設
計

職
の
研
究
会
メ
ン
バ
ー
や
関
大
生
、
U
R
職
員
を

対
象
に
行
い
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
貼
り
は
、
既
存
の
壁
紙
の
は
が
し
方
や

下
地
の
処
理
、
壁
紙
貼
り
ま
で
、
研
究
会
の
塚
本

座
長
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
一
般
向
け
の
イ

ベ
ン
ト
を
意
識
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
の
で
、

わ
か
り
や
す
い
説
明
が
心
掛
け
ら
れ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
道
具
の
揃
え
方
な
ど
、
参
加
者
に
役
立

つ
内
容
が
豊
富
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ペ
ン
キ
や
漆
喰
塗
装
は
、
研
究
会
メ
ン
バ

ー
の
竹
内
真
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。「
１

に
養
生
、
２
に
養
生
」
と
、
必
要
の
な
い
と
こ
ろ

に
ペ
ン
キ
が
付
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
徹
底
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
、
そ
の
た

め
の
道
具
と
し
て
マ
ス
カ
ー
や
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー

プ
な
ど
の
種
類
の
豊
富
さ
と
、
そ
れ
ら
が
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
で
購
入
で
き
る
こ
と
が
驚
き
で
し
た
。

今
回
の
事
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
団

地
再
生
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
が
指
導
者
、
参
加
者

双
方
の
立
場
で
感
じ
た
こ
と
を
十
分
理
解
し
あ
っ

て
、「
男
山
秋
祭
り
」
で
活
か
せ
る
よ
う
こ
れ
か

ら
準
備
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
ハ
ウ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
は
各
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
集
め
て
業
務
さ
れ
て
い
る
の
で
、
建
主
の

特
殊
な
要
望
（
土
地
、
企
画
等
）
に
も
対
応
で
き
る

そ
う
で
す
。
ま
た
建
築
士
会
活
動
に
も
積
極
的
に
取

組
ま
れ
て
い
て
、
い
つ
か
趣
味
の
龍
笛
も
聴
い
て
み

た
い
で
す
。�

（
江
坂
幸
典
）

団
地
再
生
研
究
会
が
取
り
組
ん
で
い
る

八
幡
市
・
男
山
団
地
で
の
活
動

7/20
Sat

ま
ち
づ
く
り

建
築
士
会
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー

各
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で

土
地
探
し
か
ら
設
計
・
施
工
ま
で

7/20
Sat

ハ
ウ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
有
限
会
社　

騎
馬
一
晃
さ
ん

団
地
再
生
研
究
会　

松
本　

匠
さ
ん

ワークショップの様子

社内の様子

会社の外観
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令
和
元
年
６
月
８
日
、
宇
治
川
塔
の
島
水
辺
フ

ェ
ス
・
塔
の
島
地
区
改
修
事
業
完
成
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

国
土
交
通
省
淀
川
河
川
事
務
所
は
２
０
０
９
年

度
か
ら
10
年
間
、
約
60
億
円
を
か
け
、
宇
治
川
と

派
川
の
塔
の
川
で
河
床
を
掘
削
し
、
護
岸
を
整
備

し
て
、 

以
前
の
約
１
・
７
倍
の
毎
秒
１
５
０
０
ト

ン
が
流
れ
る
よ
う
改
修
し
ま
し
た
。

府
も
16
年
度
か
ら
約
３
億
円
を
か
け
て
公
園
を

整
備
し
て
、
石
敷
き
舗
装
で
歩
き
や
す
く
し
、
ト

イ
レ
や
照
明
灯
も
一
新
し
ま
し
た
。 

宇
治
川
に
浮
か
ぶ
中
の
島
を
「
塔
の
島
」
と
呼

ぶ
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
塔
の

島
・
橘
島
が
あ
り
橘
島
の
方
が
面
積
は
大
き
い
の

で
す
。 

宇
治
川
の
川
岸
と
塔
の
島
、
橘
島
は
そ

れ
ぞ
れ
喜
撰
橋
、
橘
橋
、
朝
霧
橋
、
中
島
橋
で
結

ば
れ
て
回
遊
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

平
等
院
・
宇
治
神
社
・
宇
治
上
神
社
な
ど
近
辺

に
は
世
界
文
化
遺
産
や
重
要
文
化
財
が
多
数
あ
り
、

源
氏
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
宇
治
茶
道
場
匠
の
館
、
鵜

飼
を
は
じ
め
、
抹
茶
カ
フ
ェ
や
美
味
し
い
料
理
を

い
た
だ
け
る
お
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

宇
治
は
本
来
、
京
の
都
の
避
暑
地
で
す
。
京
都

の
地
元
の
方
々
も
是
非
、
宇
治
観
光
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宇
治
支
部　

野
川
正
克

宇
治
川
塔
の
島
地
区

改
修
事
業
完
成

宇
治
支
部

大
学
時
代
に
読
ん
だ
エ
ッ
セ
イ
で
真
っ
先
に

浮
か
ぶ
の
が
、
沢
木
耕
太
郎
「
深
夜
特
急
」、

伊
丹
十
三
の
「
女
た
ち
よ
」、妹
尾
河
童
の
「
河

童
が
覗
い
た
〇
〇
〇
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
か
イ
ン

ド
と
か
）」。
な
ん
と
な
く
懐
か
し
く
て
、
そ
ん

な
エ
ッ
セ
イ
も
お
店
に
置
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
世
代
は
、
大
学
時
代
に
こ
の
旅
の

エ
ッ
セ
イ
を
読
ん
で
、
バ
イ
ト
を
し
て
お
金
を

貯
め
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
海
外
旅
行
す

る
と
い
う
の
が
、
そ
の
時
代
の
学
生
の
ち
ょ
っ

と
し
た
ト
レ
ン
ド
で
も
あ
り
ま
し
た
。「
地
球

の
歩
き
方
」
が
投
稿
型
の
口
コ
ミ
情
報
誌
で
、

本
で
し
か
海
外
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
時
代
の
話
で
す
。

こ
の
30
年
間
で
す
っ
か
り
世
の
中
は
変
わ
り

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
当
た
り
前
に
な

り
、
S
N
S
な
ど
の
情
報
網
の
お
か
げ
で
世
界

と
の
距
離
が
格
段
に
縮
ま
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

影
響
で
し
ょ
う
か
、
若
者
の
海
外
渡
航
は
、
リ

ピ
ー
タ
ー
か
全
く
興
味
が
無
い
人
た
ち
の
二
極

化
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
外

旅
行
に
行
く
若
者
が
年
々
減
っ
て
い
る
と
聞
き
、

身
近
な
20
代
に
尋
ね
る
と
一
度
も
海
外
に
行
っ

た
こ
と
が
な
い
と
い
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

建
築
を
志
す
若
者
で
も
そ
う
な
の
か
と
、
い
さ

さ
か
不
安
に
感
じ
ま
し
た
。

京
都
市
内
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い
う
言
葉

が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
８
年
、
観

光
庁
は
「
若
者
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
推
進
実
行

会
議
」
な
る
も
の
を
立
ち
上
げ
た
そ
う
で
す
。

国
も
、
若
者
の
そ
ん
な
傾
向
を
深
刻
に
受
け
止

め
て
い
る
ん
で
す
ね
。

建
築
に
、
旅
は
特
に
必
要
だ
と
思
う
ん
で
す

が
・
・
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
一
見
に
如
か

ず
、「
可
愛
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
」。
ま
だ
海

外
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
若
者
が
身
近
に
い
た

ら
、
旅
の
エ
ッ
セ
イ
を
ぜ
ひ
薦
め
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

�

（
大
喜
書
店　

岡
田
良
子
）

【河童が覗いたヨーロッパ】

エッセイというよりも、イラス
ト日記に近いのですが、緻密な絵
から旅の内容の濃さが感じ取れま
す。改めて読むと文章も手書きで
したね。さすが何年間も読み継が
れる本だと思います。

著者：妹尾河童
発行：新潮社
定価：630円（税別）

大喜書店
京都市下京区麩屋町五条上ル下鱗形町563番2
TEL：075-353-7169
OPEN：12:00～18:30 水曜日定休

（土・日・祝日は11:00 ～）
京阪・清水五条駅から徒歩5分

【2018年9月に引っ越しました。】
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本稿記述は、京都祇園祭の後祭り巡
行も無事に終わり、大阪天神祭の奉納
花火大会が催される、少し遅めの梅雨
明け表明がなされた直後、真夏の太陽
の日射しを肌と背中で受け感じる気候
の頃である。祇園祭は今年で創始1150
年、天神祭も1060年余りの経緯、とも
に町衆達により脈々と受け継がれてき
た歴史は、ただただ敬意を表すのみで
ある。

京都は歴史と伝統の町であるが、創
意や創造性が発揮され融合されてはじ
めて現代性を伴う。昨今ではSDGsの
様々な活動や展開を殊に見聞する。世
界中誰一人取り残さない社会をつくる、
8つ の 取 り 組 み の 柱、17の ゴ ー ル、
2030年を目標年とした世界の共通言語、
今後10年余りにわたり世界および京都
の共通基盤となっていくのだろう。

この号が発刊されている頃の本年は、
いかなる天候だろうか。昨年は台風21
号の猛威を受けた後、その爪痕が未だ
残る場所も散在する。レジリエントな
街や国土であること、今後の我々に課
せられた喫緊な課題である。
� （加藤正浩）

カ
ト
リ
ッ
ク
桂
教
会 

聖
堂

戸
田
建
設（
株
）大
阪
支
店
建
築
設
計
室　

林　

伸
昭

カ
ト
リ
ッ
ク
桂
教
会
は
、
阪
急
桂
駅
に
ほ
ど
近

い
閑
静
な
住
宅
街
に
所
在
す
る
。
聖
堂
の
正
式
名

は
「
王
た
る
キ
リ
ス
ト
聖
堂
」
と
い
い
、
桂
教
会

初
代
司
祭
チ
ベ
ー
サ
神
父
と
の
縁
で
日
系
ア
メ
リ

カ
人
ジ
ョ
ー
ジ
・
ナ
カ
シ
マ
に
設
計
が
託
さ
れ
、

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
献
堂
式
が
行
わ
れ
た
。

ナ
カ
シ
マ
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
日
系
二
世
。
大

学
で
建
築
学
と
木
材
学
を
学
ん
だ
後
、
１
９
３
４

年
に
来
日
、
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
事
務
所
で
軽
井
沢

の
教
会
な
ど
を
担
当
。
後
に
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
で
家

具
工
房
を
開
き
、
無
垢
材
を
使
っ
た
家
具
製
作
デ

ザ
イ
ン
で
世
界
的
な
木
匠
と
な
っ
た
。
ナ
カ
シ
マ

は
こ
の
聖
堂
を
奉
仕
と
し
て
設
計
し
、
現
場
監
督

は
ナ
カ
シ
マ
の
娘
ミ
ラ
氏
が
家
具
製
作
を
統
括

し
、
後
に
ミ
ラ
氏
の
夫
と
な
る
甘
粕
哲
氏
が
建
築

一
般
を
受
け
持
っ
た
。

ド
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
円
形
シ
リ
ン
ダ
ー
の
上
に

聳
え
る
十
字
架
と
Ｈ
Ｐ
シ
ェ
ル
の
緩
や
か
に
曲
線

を
描
き
な
が
ら
反
り
あ
が
る
シ
ン
プ
ル
な
屋
根
の

対
比
が
生
み
出
す
造
形
的
な
外
観
は
、
住
宅
街
の

ス
ケ
ー
ル
に
合
致
し
な
が
ら
、
今
な
お
清
新
な
輝

き
を
失
わ
な
い
。
先
日
、
日
曜
日
の
ミ
サ
に
参
加

し
聖
堂
内
部
の
空
間
に
浸
る
機
会
を
得
た
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
の
壁
、
ビ
ア
ン
コ
大
理
石
の

床
、
シ
ェ
ル
形
状
の
白
い
天
井
が
対
比
す
る
空
間

の
中
に
、
和
を
昇
華
し
た
祭
壇
、
椅
子
、
窓
、
照

明
が
融
合
し
、
厳
か
さ
の
中
に
も
温
か
み
の
あ
る

空
間
を
生
み
出
し
て
い
る
。

一
奉
仕
者
と
し
て
こ
の
仕
事
に
取
り
組
ん
だ
た

め
か
、
ナ
カ
シ
マ
が
こ
の
聖
堂
に
つ
い
て
残
し
た

言
葉
は
少
な
い
が
、
甘
粕
哲
氏
は
桂
教
会
創
立
五

十
周
年
記
念
誌
へ
の
寄
稿
文
の
中
で
、
ナ
カ
シ
マ

は
「
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
材
料
、
工
法
の
持

つ
強
さ
を
駆
使
し
た
建
築
は
時
間
を
超
越
し
、
す

べ
て
を
融
合
さ
せ
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
書

き
残
し
て
い
る
と
い
う
。

ス
ケ
ッ
チ
は
教
会
の
入
口
側
か
ら
特
徴
的
な
ド

ー
ム
の
シ
リ
ン
ダ
ー
と
十
字
架
、
菱
形
の
シ
ェ
ル

形
状
の
屋
根
を
描
い
た
が
、
こ
の
建
築
は
あ
ら
ゆ

る
場
所
が
絵
に
な
る
。
是
非
現
地
を
訪
れ
て
、
ナ

カ
シ
マ
が
こ
の
建
築
に
こ
め
た
想
い
に
触
れ
て
欲

し
い
。

発
行
人
●
髙
田
光
雄
　
編
集
委
員
長
●
橋
本
光
生
　
編
集
委
員
●
大
窪
健
之
／
垣
根
み
き
子
／
加
藤
正
浩
／
後
藤
幸
秀
／
竹
山
奈
乙
雪
／
徳
光
都
妃
子
／

中
田
　
哲
／
西
田
教
子
／
沼
田
俊
之
／
福
本
絹
代
／
松
田
容
子
／
矢
谷
明
也�

デ
ザ
イ
ン
●
松
本
和
子
　
印
刷
●
サ
ン
ケ
イ
デ
ザ
イ
ン
㈱

募　　集

「京都だより」作品紹介ギャラリー
あなたの作品を広く紙面で紹介してみませんか？

本会では会誌「京都だより」に、会員の作品紹介ページを設けています。
建築、インテリア、ランドスケープなど、みなさまの個性あふれる作品をお待ちしております。

●募集対象は（一社）京都府建築士会会員が設計もしく
は施工に携わったものとします。

●掲載料は無料ですが、広報編集委員会にて選考の上、
掲載させていただきます。応募作品多数の場合等は、
掲載できないこともありますのでご了承下さい。

●写真の撮影者名は必ず付記願います。写真に著作権等
が生ずる場合は、応募者にて対応願います。

●掲載頁数は原則として 1頁とします。

●建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明を
お願いすることがあります。

●作品の掲載順及び紙面レイアウトを含む全体の構成は
広報編集委員会にて担当します。

●概要及び説明文はメールで送付願います。

掲載に関して

●写　真／外観、内観等 3、4 枚。
画像解像度 400 dpi 以上推奨。
デジカメ撮影の場合は 1 メガバイト以上を目安。
プリントの場合は 2Lサイズ程度。

●概　要／作品名称、所在地、建築主、
設計者、施工者、用途、工期、
建築面積、延床面積、構造規模。

●説明文／作品に関する考え方を400 字以内にまとめて
ください。

●設計図書／選考用として平面、立面、断面、その他。

提出資料

原稿期日及び送付先

●期　日／毎月25日
●送付先／（一社）京都府建築士会事務局

「京都だより 作品紹介」係
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